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せ

　

甲
賀
地
域
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
山
下
年
数
さ
ん
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、助
言
や

関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。国
の
事
務
事
業

に
は
、国
道
、
一
級
河
川
、年
金
、健
康
保
険
、雇
用
保
険
、労
災
保

険
、戸
籍
、登
記
な
ど
、意
外
に
身
近
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　

甲
賀
市
で
は
総
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
た
５
人
の
行
政
相

談
委
員
が
各
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
、困
っ
た
と
き
は
、お
気
軽
に
行
政

相
談
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
は
無
料
で
予
約
不
要・秘

密
厳
守
で
す
。

●
信
楽
地
域
…
小
西
ふ
み
ゑ
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
3
水
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー　

１
階

●
土
山
地
域
…
田
畑
啓
之
助
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
5
日　

13
時
30
分
〜
16
時

※
土
日
祝
の
場
合
は
翌
日

場
所
／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー　

２
階
談
話
室

●
甲
南
地
域
…
岡
野
千
代
美
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
3
金
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー　

相
談
室

●
水
口
地
域
…
下
川
昻
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
1
月
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

●
甲
賀
地
域
…
山
下
年
数
さ
ん

日
時（
原
則
）／
毎
月
第
2
木
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時　

場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館　

活
動
室
５

※
日
時
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

市
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
サ
サ
ユ

リ
」は
、6
月
〜
7
月
に
甘
い
香
り
を
放
つ

薄
桃
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

甲
賀
町
滝
で
は
、近
年
減
少
傾
向
に
あ

る「
サ
サ
ユ
リ
」の
栽
培
に
地
域
で
取
り
組

ん
で
お
り
、開
花
の
時
期
に
合
わ
せ
て「
サ

サ
ユ
リ
観
賞
会
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に〝
サ
サ
ユ
リ
〞を
身

近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。み
な
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時
／
6
月
8
日（
土
）　

14
時
〜
15
時　

※
雨
天
実
施

●
開
催
場
所
／
滝
区 

梅
垣
城
跡

●
集
合
場
所
／
甲
賀
町 

滝
公
民
館

（
甲
賀
町
滝
8
5
1
ー
3
）

梅
垣
城
跡
ま
で
徒
歩
移
動

●
参
加
料
／
無
料

「
サ
サ
ユ
リ
観
賞
会
」の

お
知
ら
せ

〜
市
の
花
サ
サ
ユ
リ
の
咲
き
ほ
こ
る
街
づ
く
り
〜

生活環境課
問い合わせ

63-458265-0686／

平成25年春の叙勲、第20回危険業務従事者叙勲で
市内から次の4名が受章されました。
平成25年春の叙勲、第20回危険業務従事者叙勲で
市内から次の4名が受章されました。受章おめでとうございます

　平成３年に公立甲賀病院院長
に就任以来、治療と予防の一体的
サービスの提供を使命とし、地域
包括医療ケアの促進、救急医療体
制の確立などに取り組まれ、地域
の保険・医療・介護・福祉のレベル
向上に大きく貢献されました。ま

た、平成８年に全国国民健康保険診療施設協議会
の理事に就任、平成１４年からは会長として全国の
国民健康保険診療施設の発展や地域包括ケアシス
テムの推進に貢献されました

◇瑞宝中綬章◇

　昭和４３年航空自衛隊に入隊
後、教育隊を経て京都府経ケ岬
レーダー基地に勤務、その後昭和
５６年から建設要員として埼玉県
入間基地に赴任され、数年間で老
朽化著しかった同基地全建物の
近代化に尽力されました。

　特に、全国随一の隊員を擁する大規模基地での
正確かつ丁寧な事業調整や、工事に係るトラブル等
の防止に努められ、防衛上重要な基地設備維持に
顕著な業績を残されました。

◇瑞宝単光章◇

　昭和５６年から弁護士として
滋賀県を中心に活躍され、平成
１６年からは甲賀市の顧問弁護
士として相談業務などを担われ
ています。
　また、平成６年から滋賀県収
用委員会委員に就任。平成１４

年から１１年間同会会長を務められ、数々の土地収
用事件等について公正な裁決に尽くし、公共用地
の適正かつ合理的な利用等に顕著な功績を残され
ました。

◇旭日小綬章◇ 中川 幸雄氏（水口町高塚）
なか がわ ゆき お

　昭和４８年、甲賀郡行政事務組
合甲賀郡消防本部発足と同時に
消防士を拝命。以降、率先垂範し
て職務を遂行され、平成１２年か
らは信楽、１５年からは甲南消防
署の署長を務められました。
　長年にわたり消防団を熱心に

指導し、消防業務における知識と経験をもとに地域
での防火意識の高揚に努めるなど、特に警防分野
での功績を残されました。

◇瑞宝双光章◇

市
民
協
働
事
業

受章おめでとうございます
　水口北部地域に整備を進めている「水口交流センター」は、７月２１日から利用することができます。この施設
は、地域の市民活動や文化・交流事業の拠点施設として、昨年９月から整備を進めていたもので、災害時の避難所
としても位置づけられた施設です。
　施設は、鉄筋コンクリート造の交流棟（延床面積940㎡）と鉄骨造平屋建の学習棟（延床面積460㎡）の２棟が
あり、総工費は４億５,500万円です。

★愛称（サブネーム）を募集します
親しみのある施設としていただくため、水口交流センターの愛称を募集します。応募は、一人１点で、任意の用紙に愛称名、住所、氏名、
電話番号を記入し、７月１日（月）までに持参または、ＦＡＸで伴谷地域市民センターへご応募ください。原則、応募のあった中から名称を
決定いたします。
（例）甲南情報交流センター　→　忍の里プララ

水口交流センター市民活動や防災の拠点施設が完成水口交流センター水口交流センター

施設の概要
●名　　称／甲賀市水口交流センター
●所 在 地／水口町伴中山３７３７番地１
●交 流 棟／多目的ホール（バレーボールコート２面）
●学 習 棟／学習室１（約１６０人）、学習室２（約１２人）、事務室
●利用時間／9：00～22：00
●利用申請／7/1から　※利用月を含めて3ヶ月前から申請可　
　　　　　　受付日…平日8：30～17：15　伴谷地域市民センター
●休 館 日／年末年始

水口交流センター配置図
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西本 惠一氏（甲南町下馬杉）
にし もと けい いち

冨永 芳徳氏（京都市左京区）
春の叙勲春の叙勲

危険業務従事者叙勲危険業務従事者叙勲

とみ なが よし のり

冨増 修氏（水口町山）

伴谷地域市民センター
問い合わせ

63-697962-4982／

とみ ます おさむ


